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こ
の
絵
図
録
断
簡
は
『
折
紙
問
主

州
…締』
（
wm
中
啓由
記）
の
紙
背
文
川
中
に

見
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る 。
こ
の
『
折
紙
聞
記』
は
臓
に
半
放
し
た
文
古
の
紙
背

を
利
用
し
て
苦
か
れ
て
お
り 、
そ
の
縦
の
寸
法
は
紙
に
よ
っ
て
差
が
あ
る
が 、
ほ

ぼ
E・
印
叩
J
Z・
吋
叩
で
あ
る 。
こ
の
紙
背
文
古
中
に
は
絵
目
録
断
簡
の
他
に

支
配
状・
送
文
等
の
断
簡
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が 、
い
ず
れ
も
上
も
し
く
は
下
半

分
を
欠
い
て
い
る
た
め 、
そ
の
内
容
を
詳
し
く
担
服
す
る
こ
と
は
困
嫌
で
あ
る 。

こ
の
絵
目
録
も
下
半
部
を
欠
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が 、
そ
の
全
文
は
次
の
如
く

で
あ
る 。

。
…川
欠
ヵ
）
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紀
伊
国
小
童
絵一
巻

克
罪
法
師
絵一
巻

四
行
絵
三
巻

刊一
中

永
尊
法
限
絵一
巻

t
臼
『
毎
日
v
b
広
一

王

・7dod
到
来一
毛

月
兎
絵一
巻

仁
和
寺一助
政
絵
目
録
断
的
な
ら
び
にい以
制
約一
逸
文

逸
文

歴

研

史

究
F』
主

四
行
娘
絵一
巻

紀
伊
国
老
女
絵一
巻

巴
上
十
八
巻
中
分

室
脚
絵一
巻

受
領
絵一
巻

縫
殿
顕
絵一
巻

安
和
比
絵一
巻

花
園
夢
絵一
巻

相
模
絵一
巻

巴
上
十
二
巻
除
汁

「
！

l
a
2
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こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
絵
は
そ
の
題
名
な
ら
び
に
そ
の
数
が
「
巻」
を
も
っ
て

数
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て 、
い
ず
れ
も
絵
巻
と
考
え
ら
れ
る 。
こ
の
前
半

部
「
紀
伊
国
小
童
絵一
巻」
よ
り
「
紀
伊
国
老
女
絵一
巻」
ま
で
は
8

点
叩
巻
で

あ
る
が 、
そ
の
後
に
は
「
己
上
十
八
巻」
と
あ
り
8

巻
不
足
す
る 。
ま
た
後
半
の

「
空
蝉
絵一
巻」
以
下
は
6
点
6

巻
で
あ
る
が 、
そ
の
奥
に
は
「
巴
上
十
二
巻」

と
あ
り
6

巻
不
足
す
る 。
と
こ
ろ
が
そ
の
不
足
巻
数
は
い
ず
れ
も
そ
の
項
の
行
数

と一
致
し
て
お
り 、
こ
の
目
録
の
下
半
部
に
も
そ
れ
ぞ
れ
7
1
8

点 、
5
J
6

点
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の
絵
巻
の
題
名
巻
数
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る。

こ
の
絵
図
録
断
簡
を
顕
証
華
絵
目
録（昨…日

絞り小〉
と
比
較
す
る
と、
「
紀
伊
国

小
笠
絵」
以
下
は
題
名・
巻
数・
配
列
い
ず
れ
も
完
全
に一
致
し
て
い
る。
こ
の

顕
証
筆
絵
目
録
の
本
文
に
つ
い
て
は
『
仁
和
寺
絵
目
録』
な
る
題
名
を
付
し
て
す

（
殺
）

で
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
が、
比
較
の
便
宜
上
こ
こ
に
も
そ
の
全
文
を
掲
げ
る
こ
と

に
す
る。

（
表
紙
）

「

絵
目
録

基副
会主ill'

右第
十
箱」

空
蝉
絵一
巻

受
領
絵一
巻

縫
殿
頭
絵一
巻

花
園
夢
絵一
巻

安
和
比
絵一
巻

相
膜
絵一
巻

江
川升
法
師
絵一
巻

こ
の
よ
う
に
「
紀
伊
国
小
輩
絵」
以
下
に
つ

い
て
両
者
が
全
く
同
じ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は

顕
証
（
延
宝
6・
2・
m
m奴〉
が
給
目
録
を
古
く

に
当
っ
て
こ
の
断
簡
に
拠
っ
た
こ
と
を
推
測
さ

せ
る。
な
お
「
中
下」
「
己
上
十
八
巻
中
分」

「
己
上
十
二
巻
陰
円」
は
顕
証
筆
絵
目
録
に
は

見
ら
れ
な
い
が、
こ
れ
は
古
写
の
際
彼
が
省
略

し
た
も
の
で
あ
ろ
う。
ま
た
紙
背
文
書
中
に
見

ら
れ
な
い
「
額
光
絵
上
下
二
巻」
以
前
の
同
点

（
幻
巻〉
に
つ
い
て
は、
そ
の
点
数・
巻
数
か

ら
さ
き
の
絵
目
録
断
簡
の
下
半
部
に
当
る
部

分
が
含
ま
れ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い。
多

分
こ
の
刊
点
は
絵
目
録
断
簡
の
前
に
続
く
部
分

と
考
え
て
差
支
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か。

こ
の
断
的
が
含
ま
れ
て
い
る
『
折
紙
山
古』
は

一
巻
の
も
の
で
は
な
く、
少
く
と
も
数
巻
以
上

に
わ
た
る
も
の
で
あ
り、
ま
た
こ
の
「
如
来
部

・
明
王
部」
巻
に
も
現
在
は
欠
校
個
所
が
あ
る

よ
う
で
あ
る。
し
た
が
っ
て
顕
証
が
絵
日
銀
を

古
写
し
た
当
時
（
江
戸
川
代
初
則）
に
は
こ
の
絵

絵
目
録

新
羅
僧
絵一
巻

河
人
絵一
巻

陸
奥
守
合
戦
絵
上
下
二
巻

天
竺
物
語
絵一
巻

陰
陽
顕
絵一
巻

物
久
佐
智
絵一
巻

〈

牛
ヵ
〉

鞍
馬
寺
口
子
絵
上
下
二
巻

落
窪
絵
上
下
二
巻

季
武
初
参
絵一
巻

青
垂
絵一
巻

頼
光
絵
上
下
二
巻

東
物
語
絵一
巻

伯
伽
陀
絵一
巻

仏
性
童
子
絵一
巻

蛤
絵一
巻

今
物
語
絵
二
巻

紀
伊
国
小
童
絵一
巻

四
行
絵
三
巻
上
中
下

諸
異
形
絵一
巻

西
行
娘
絵一
巻

永
尊
法
限
絵一
巻

月
兎
絵一
巻

紀
伊
悶
老
女
絵一
巻
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凶
録
断
簡
は
一

紙
の
み
で
は
な
く、

そ
の
前
の
部
分
が
紙
背
文
芯
と
し
て
存
在
し

て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
『
折
紙
山
古
』

は、

外
題
の
右
に
別
人
の

筆
で、

「
「
応
四
年
五
年

了
賢
口
決

兵
部
卿
ア
サ
リ
記
之
云
々

信
噌
了
賢
舎
弟
」

と
あ
る
。

ま
た
そ
の
奥
に
は

「
此
抄
少
々

告
加
白
抄
之
内
者
也

天
文
元
極
月
日
日

金
剛
資
資
恰
（
花
押）
」

の
奥
許
が
あ
る
が、

こ
れ
は
後
に
な
っ
て
更
に
別
人
に
よ
っ
て
加
え
ら
れ
た
も
の

で、

書
写
年
代
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。

本
書
が
丘一
部
卿
阿
附
梨
信
州叩
の
鐙
に
な

る
も
の
か
否
か
は
確
定
し
難
い
が、

そ
の
書
風
よ
り
推
し
て
そ
の
本
文
中
に
見
え

る
－治
応
・

康、
氷
年
聞
を
降
る
こ
と
速
か
ら
ざ
る
頃、

即
ち
南
北
朝
時
代
前
期
頃
の

苫
写
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
こ
の
絵
目
録
断
簡
も
南
北
朝
時
代
前
期
を
降

ら
な
い
頃
の
も
の
と
い
え
る
。

顕
証
華
絵
目
録
に
よ
っ
て
は
そ
の
絵
巻
の
存
在
時

期
を
決
め
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
が、

こ
の
断
聞
に
よ
っ
て
そ
の
時
期
を
ほ
ぼ
M

世
紀
で、

し
か
も
そ
の
中
頃
以
前
と
限
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

で
は
こ
の
絵
目
録
は
ど
こ
に
在
っ
た
絵
巻
の
目
録
で
あ
ろ
う
か。

家
永
氏
は
顕

証
筆
絵
図
録
に
対
し
て
「
仁
和
寺
絵
目
録
」

と
の
題
を
付
け
ら
れ
た
が、

目
録
が

仁
和
寺
に
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
直
ち
に
仁
和
寺
に
あ
っ
た
絵
巻
の
目
録
と
す
る
こ

と
は
で
き
な
い
。

ま
た
紙
背
文
書
と
し
て
仁
和
寺
に
あ
る
か
ら
と
い
っ
て、

文
書

乃
至
聖
教
は
動
か
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
こ
れ
ま
た
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。

仁
和
寺

本
寺
よ
り
は
寺
内
諾
院
の
一

つ
に
蔵
さ
れ
て
い
た
絵
巻
の
目
録
で
あ
る
可
能
性
は

25 
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な
り
高
い
が 、
仁
和
寺
と
関
係
深
い
他

の
真
言
系
諸
寺
の一
つ
と
の
可
能
性
も
無

視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い 。
し
た
が
っ
て

「
仁
和
寺
絵
図
録」
と
呼
ぶ
こ
と
は
適
当

な
題
名
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う

、。・刀

2 

貞
観
格
一

逸
文

文

こ
の
逸
文
は
『
伝
流
口
決』
（
桜
中
政
g

H

箱〉
紙
背
文
書
中
に
見
出
さ
れ
た
が
こ
の

紙
背
文
告
も
横
に
切
断
さ
れ
て
お
り 、
い

ず
れ
も
そ
の
下
半
部
を
半
ば

以
上
失
い 、

殆
ど
そ
の
%
程
を
践
す
に
過
ぎ
な
い
状
態

で
あ
る 。
ま
ず
そ
の
全
文
を
掲
げ
る
と
次

の
如
く
で
あ
る 。

逸絡観』'.l第3図
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�型
店
符：

最 法 三 傑 右
要 門 人 草 得応
者 之j支天 大 得
配 要 者 皇 僧 1!£
於 是 教 所 都 嘉
三i枚以 � 伝 祥
人（真（悉〈也ハ燈 寺
ロ也口言口公口'(Jj大（「n�n占n;n�庁l

大
随
求
党
字一
人

口11

由
之
力
殊
高
存
命

nlul

（
巻）

大
孔
雀
明
王
経
三
口

円川ハハ

試
定
上
件
三
人
当

nH川

持
念
之
僧
住
嘉
祥

円ハハ川

（
此〉

者
永
代
相
承
行
口

円uluu

天
安
三

門川川川

以
上
の
文
を
検
す
る
と
類
袈
三
代
格
巻
二 、

天
安
三
年
三
月
十
九
日
「
応
得
度

嘉
祥
寺
年
分
者
三
人
事」
と一
致
す
る
よ
う
で
あ
る 。
現
存
の
類
緊
三
代
格
諸
本

に
よ
っ
て
は
こ
の
官
符
が
点
観
格
中
に
収
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
す
る
に
足

る
手
懸
り
は
な
か
っ
た 。
し
か
し
こ
の

天
安
三
年
官
符
は
「
貞
観
絡」
と
の
注
記

に
よ
っ
て
貞
観
格
中
に
収
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
切
ら
か
と
な
り 、
そ
れ
を
復
原

す
る
た
め
の
資
料
を一
つ
補
う
こ
と
が
で
き
る 。

な
お
こ
の
『
伝
流
口
決』
に
は
奥
書
は
な
い
が 、
そ
の
紙
背
文
治
は
い
ず
れ
も

案
文
な
が
ら
弘
安
お
よ
び
文
保
の
年
号
を
有
し
て
お
り 、
書
風・
紙
質
も
そ
れ
を

大
き
く
降
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い 。
し
た
が
っ
て
こ
の
官
符
の
お
写
年
代
も

鎌
倉
時
代
末
乃
至
南
北
朝
時
代
初
則
即
ち
M
世
紀
前
半
期
頃
を
降
ら
な
い
も
の
と

推
定
さ
れ
る 。

一
註

家
永
三
郎
『
上
代
倭
絵
年
表』
（改訂版）N
B
頁

〆目、

間
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